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令和７年度地域連携推進会議議事録 

（社会福祉法人 信成会 障害者支援施設ふるさと学園） 
  
 
１、 日 時：令和８年２月１２日（木） １４：００～１５：３０ 
２、 場 所：ふるさと学園会議室 
３、 出席者９名 

構成員 役職 等 
ふるさと学園利用者 A 様 利用者代表 
ふるさと学園利用者家族 B 様 家族代表 
C 様 東市来社会福祉協議会 支所長（地域の福祉に知見を有する方） 
D 様 医療法人 守屋病院 元事務長（経営に知見を有する方） 
E 様 日置市基幹相談支援センター（行政） 
河野 史代 社会福祉法人信成会 理事長 
野田 素子 社会福祉法人信成会 統括施設長 

古薗 真一 社会福祉法人信成会 課長 
南 美香   ふるさと学園 主任 

 
４、 会議の内容 
（１）開会のあいさつ（理事長） 

    理事長が地域連携推進会議開催にあたり、保護者、地域の皆様、関係機関への感謝を伝え、地域
連携推進会議の意義の説明を行った。 

 
（２）出席者紹介・自己紹介 

    出席者全員による自己紹介を行った 
  
（３）地域連携推進会議について説明（古薗課長） 

 〇 地域連携会議の意義、目的について 
    地域連携推進会議についての説明を行う。 

 
（４）施設からの報告 

〇 施設の概要について（野田施設長） 
     以下の３点について説明資料や画像をモニターへ映し説明を行う。 

① 法人の基本理念。 
② 基本理念４つの柱。 
③ 各事業の紹介（ふるさと学園、すてっぷはうす、ふるさとの WA、ふるさとの森）。 
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〇 権利擁護、ヒヤリハットについて（古薗課長） 
＜令和７年度人権擁護・虐待防止研修の取り組み＞ 

    ・ 施設内全体研修の実施状況。 
年間５回の施設内研修を実施。 
（うち１回は外部講師として弁護士の先生を招いての研修） 

 ・ 外部研修への参加状況。 
８月～１月の間に８回の外部研修に参加した。それぞれ１～２名の職員が受講し、研修参加後
は全体研修で報告を行い、全職員への周知を図っている。 

  ・ 人権擁護チェックリスト。 
     毎月１日に全職員が人権擁護チェックリストの記入を行い、自身の日々の支援について見つめ

なおす時間にしている。 
 

＜ヒヤリハット集計＞ 
 ・ ヒヤリハット報告書様式。 
  ヒヤリハット報告書の様式や提出方法、改善の流れについて説明。 
・ 月別発生件数。 
 ４月～１２月の期間に１６８件のヒヤリハット報告があがる。 

      （５月２件、８月１件の合計３件は通院が必要となったため、市へ事故として報告） 
    ・ 内容別件数。 
     利用者様の安全に関することが全体の４５％にあたる。 
 

＜施設の災害対策、BCP＞ 
  ・ 障害者支援施設の BCP（事業継続計画）概要。 

     BCP作成の目的・義務を説明。 
・ 社会福祉法人信成会 BCP（事業継続計画） 

     本法人の BCPの内容についての説明（３日間の食料と非常食を備蓄）。 
 

〇 施設の経営状況（古薗課長） 
 ・ 令和６年度信成会決算報告。 

     決算報告書をもとに令和６年度の経営状況について報告。 
外部委託している経営コンサルタントからも厳しい経済状況の中でも健全な経営ができてい
る、との評価をいただいている。令和７年度も前年度同様の収支になる見込みを伝える。 

 
 
（５）施設参観（ふるさと学園） 

   〇 施設内の見学   
・ ふるさと学園園舎内の案内 
居室・食堂・浴室・日中活動場所等の見学を行った。その際、入所利用者様と触れ合い、意見
を聞く時間を設定した。 



3 
 

 
（６）各構成員からのご意見・ご助言 

   〇 ふるさと学園利用者 A 様（利用者代表） 
    ・ 他の利用者の声が大きくて気になることがある。テレビの音が大きいときがある。 

・ 朝早い時間に他の利用者の動く音が聞こえるときがある。 
 
   〇 ふるさと学園利用者家族 B 様（家族代表） 

   ・ 先日、行われた家族会の研修に参加した。その中で地域との交流のことが話題になり、地域
住民の方々と入所利用者がお互い名前で呼び合えるような関係になったらさらに地域に開かれ
た入所施設になるという話があった。 

    ・ 保護者の中で現在進行中の造成工事（敷地内）がどのように進んでいくのか気になっている
方もいて質問を受けることもある。保護者会などで説明の機会を作ってみては？ 

      → 現在、造成している部分は駐車場になる予定です。入所棟を増設するときには個室化に
対応した設計や、小集団で活動するスペースの確保なども考慮して進めていきたいと思っ
ています。また、特浴などの設備、入浴介助の導線にも配慮したつくりにできればと考え
ています。実現がいつになるか分かりませんが、開所当初から入所していただいている利
用者様のためにもはやく実現できればと思っています。前回の保護者連絡会以降の経緯を
令和 8 年４月に予定している保護者連絡会で報告する予定です（河野理事長） 

  
   〇 E様（行政） 
    ・ BCP は事業所ごとに作成していますか 
      → 事業所ごとに作成しております。（古薗課長） 
 

 〇 D 様（経営に知見を有する方） 
   ・ ヒヤリハットと事故の件数は分けて集計をしたほうが良いです。 

   
（７）閉会のあいさつ（施設長） 
  施設長が構成員へ会議参加への御礼と今後の協力のお願いを伝え閉会した。 

 
 


